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交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 事業実施団体による自己評価 年月日 （単位：円）

上溝地域交流会
伝統文化を通して地域
をつなぐ

人と人とのつながりや、世代間の交流
がうすれているので、それらを取り戻

地域のサロンの活動に協力するなど、
茶道を通した人々の交流の促進を行
なった。
子育てサロン（４回） 陶芸教室（３回）

年代を越えたつながりができ、伝統文
化を守り、もう一度大切なものを見直そ

幼児、母親、中高年と広範囲の年齢層
に伝えることができた

H23.5.2 140,000

平成２４年３月３１日現在

団体名 事業等の名称
事業実績の概要

上溝地域交流会
をつなぐ

がうすれているので、それらを取り戻
す。

子育てサロン（４回）、陶芸教室（３回）、
自治会秋祭り、ふれあいサロン（１回）、
保育園（１回）

化を守り、もう 度大切なものを見直そ
うという機運ができてきた。

に伝えることができた。
H23.5.2 140,000

何もない状態に容器 道具を買い揃え 当初の目的はほぼ達成できた 花の植

上溝クリーンクラブ 上溝美化運動推進
活気ある町づくりの一環として、明るく
楽しい和のある集いの街を作る。人を
呼び込む花に育てたい。

何もない状態に容器・道具を買い揃え
て、山から落ち葉を集め、用土の準備
から始めた。雑草の茂る街路を清掃し
て花を植え、明るい街路に変えた。子ど
も会・老人会を含めて広い範囲の人々
を集められた。

殺風景の街路が明るくなった。花を育て
る子どもたちに明るい希望がもてる。事
業に協力者を得られて、人を導いてい
る基に成っている。

当初の目的はほぼ達成できた。花の植
え替えの時の方法を、少しずつ補充植
え替えしているやり方から、多人数で植
える方法を考え、この事業を継続させた
い。もっと多くの人が日常の水遣り等に
協力が得やすい方法を考える。

H23.5.9 84,000

エンジョイ上溝実行
委員会

上溝のオリジナル吹奏
楽曲を作ろう！

上溝の象徴である夏祭りをテーマとした
吹奏楽曲を地区内の吹奏楽部とはやし
連との共同により、音楽のシンボルとし
て制作し、様々な機会で演奏することに
より上溝への愛着を深め、また上溝の
PRを図る。

地域の学校の吹奏楽部、祭囃子の団
体との協力により、上溝のオリジナル吹
奏楽曲の作曲を行なった。取り組みの
過程においては、作曲者との顔合わせ
を目的とした公開練習会・コンサート、
新曲の試し演奏（試奏会）を行なった。

地域の伝統文化を軸に、上溝のオリジ
ナルの曲を作ることができた。このこと
は、老若男女を問わず、地域の人々の
上溝への愛着と誇りを深めることにつ
ながるものと考えている。

本年度は作曲までの作業となったが、
目的で掲げた地域への愛着を深めるこ
とや上溝のPRについて、来年度、しっ
かりとした取り組みを進める必要がある
と考えている。

H23.5.16 900,000
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エンジョイ上溝実行
委員会

上溝の原風景を訪ねて

平成２２年度の上溝のイメージ調査で
は、「いなか」、「まち」、「自然」に関する
ものが上位を占めた。これらのイメージ
を具体化することにより、上溝のよさを
再認識し、今後のまちづくりについて考
える基本的な材料をつくるもの。

上溝の昔の写真を収集し、展示、レ
ポートを制作した。また、多摩美術大学
との共同により、現在の上溝の魅力を
活かしたまちづくり計画について提案し
た。

まちづくりは地域の特徴、魅力を活かす
ことが重要であると考える。上溝は歴史
と伝統ある古い地域であり、古い写真
を収集・展示することは、この地域が歩
んできた道のりを再確認することができ
る機会となった。
また、多摩美術大学の学生による、新
しいまちづくりの計画の提案は、地域の
人々が普段は気がつくことのない魅力

繰り返しになるが、上溝は歴史と伝統で
ある。そして、これからももっと発展して
いかなければならない。この取り組み
は、まさに温故知新であり、特に今後は
知新の部分について、着実な取り組み
を進めていかなければならないと考え
ている。

H23.5.16 885,000

人々が普段は気がつくことのない魅力
を上手く活かしたものとなっており、上
溝の人々へのよい刺激となった。

ている。

上溝シャンソンを復
活する会

上溝シャンソンの復元・
復活

昭和初期に上溝に存在した「上溝シャ
ンソン」という曲を復元・復活し、地元の
行事で歌い踊ることによって地域住民
相互の交流を図る また 地元行事

「上溝シャンソン」は昭和初期に地元で
歌われていた民謡調の歌で、歌詞は伝
わっているが曲は戦後忘れ去られてい
た。地元の古老が残した音源をもとに、
鳥羽山美和氏の手により、明るく、親し
みやすい曲調に編曲され、地元を含む
和・洋の演奏家によりCDに収録されて

11月25日の上溝公民館、11月26日の
三の酉での発表後、未だ日も浅く、成果
を問われるのはこれからである。老人
福祉施設の慰問では、踊りに合わせて
手振りをしたりして楽しんでもらってい
る。歌詞には地元の風物が歌いこまれ
ており 年配者には懐かしく 年少者に

声を出して歌い、手を振って踊る、身体
を使うコミュニケーションは人々の連帯
感を高める。このことは、これまでの数
少ない上演で実感できた。誰でも歌え H23.8.15 600,000

活する会 復活 相互の交流を図る。また、地元行事へ
の参加者増加や自治会加入率の向
上、商店街の活性化につなげる。

和 洋の演奏家によりCDに収録されて
ほぼ80年ぶりに復活した。踊りは鈴木
美智子氏により振付けられ、皆で踊れ
る盆踊り曲となった。CDは500枚を制作
し、11月末までに地域住民に190枚を頒
布、今後図書館等公共施設にも贈呈す
る予定。

ており、年配者には懐かしく、年少者に
は昔を知るよすがともなっている。今後
は、普及活動に力を入れて地域の盆踊
り大会などの行事で歌って踊ってもらえ
るようになれば、地域住民の交流も深
まり、地域活性化にも役立つ。

少ない上演で実感できた。誰でも歌え
て踊れる「上溝シャンソン」ができたと評
価している。今後は普及活動に力を入
れ、地元に定着させることに努めたい。

H23.8.15 600,000

平成２２年度から平成２３年度にかけて

平成２２年の政令指定都市移行に伴
い、新たなまちづくりの仕組みがスター
トした中で、上溝においても様々な活動
が展開されてきた よりよいまちづくりを

エンジョイ上溝実行
委員会

上溝まちづくり展

　地区内の人々がまちづくりの活動を
知ることにより、それぞれが上溝のまち
づくりについて考え、行動する機会とす
る。

平成２２年度から平成２３年度にかけて
実施された上溝地区でのまちづくり活
動など１１の取り組みについて、パネ
ル、模型、DVDによる展示を行なった。
会場は上溝まちづくりセンター会議室、
会期は６日間。

が展開されてきた。よりよいまちづくりを
進めるためには、これらの取り組みをよ
り多くの上溝の方々に知ってもらい、と
もに上溝を考えていくことが必要であ
る。
今回のまちづくり展においては、上溝へ
の思いを共有し、上溝を考える様々な
素材を提供することができたと考えてい
る。

まちづくり会議の事業実施体としてこの実
行委員会が本事業を実施したが、こうし
た取り組みを進めながら、地域のより多く
の人々とともによりよい上溝のまちづくり
を進めるよう取り組んでいきたい。

H24.2.23 345,000

2,954,000


